
JR 営業線および市道に挟まれた狭隘部での PC 桁架設 

ー 九州新幹線（西九州）、第 1 本明川橋りょう（PC けた）－ 

Construction of prestressed concrete girder bridges in the narrow site of 

between the JR line and the municipal road 
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１．はじめに 

 九州新幹線西九州ルートは、武雄温泉駅（佐賀県武雄

市）～長崎駅（長崎県長崎市）間の約 66km の整備新幹線

である（図－1）。本工事は、長崎県諫早市に位置し、武

雄温泉駅起点 40km819m～43 ㎞ 920m 間のうち、施工延長

208m の Ctp 桁 L=26m、L=28m、L=44m（各 1 連）Ctp 桁 L=25m

（2 連）、Cbp 桁 L=60m(１連)の製作および架設を行う工

事である。このうち工事終点の 2 橋（栄田 BvCtp1,第 3

栄田 BLCtp1）は鉄道営業線近接工事であった。本報では、

終点側 2 橋の架設方法について報告する。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

２．橋りょう概要 

図－2 に橋りょう一般図を示す。栄田 BvCtp1 は、桁長

26m、桁高 1.4m、4 主桁の複線用ポストテンション PPC

単純 T 桁、第 3 栄田 BLCtp1 は、桁長 44m、桁高 3.1m、6

主桁の複線用ポストテンション PPC 単純 T 桁である。橋

りょう諸元および使用材料を表－1 および表－2 に示す。

栄田 BvCtp1 は、桁下に市道があり、桁下空間 4.7m を確

保するために標準設計の桁高 2.1m を 1.4m に減少させた

特殊形状の桁である。本線左側に JR 大村線、本線右側に

市道永昌下大渡野線が並行しており限られたスペースで

の架設作業となっていたため（写真－1）、PC 桁の製作は、

他工事で施工完了している高架橋上で行った。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 九州新幹線(西九州)、第 1 本明川橋りょう(PC けた)工事のうち、工事終点に位置する栄

田 Bv(PCT 桁 L=26m)、第 3 栄田 BL(PCT 桁 L=44m)は、JR 大村線および市道永昌下大渡野線に

挟まれた狭隘なスペースに架設する橋りょうである。この 2 橋は、JR 営業線に近接してお

り、かつ市道を交通規制しての PC 桁架設となるため、限られた施工スペースで安全に桁架

設できる方法を検討した結果、設計では門型クレーン＋架設桁架設で計画されていたが、第

3 栄田 BL については架設桁架設＋クレーン架設、栄田 Bv については架設桁架設＋横取り架

設工法を採用した。 
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図－1 九州新幹線西九州ルート図 写真－1 PC 桁架設箇所全景 
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４．主桁製作 

 主桁を製作し、トレーラーで運搬するスペースが PC

桁架設箇所周辺にないため、主桁の製作、仮置きは、他

工事で施工した既設の RC 高架橋および RC 単純桁の上で

行った（写真－2、3）。既設構造物の縦梁上にＨ形鋼（橋

軸方向 H300×300、橋軸直角方向 H400×400@750）を敷設

し、その上に木製足場板を敷詰め、上載荷重を薄いスラ

ブに載荷させないための橋面養生を行った。橋面上への

資材の揚重は、ラフタークレーン（25t 吊り）で行い、 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

橋面上には門型クレーンを設置することにより資材の移

動や鉄筋、型枠の組立に使用した。 

 主桁架設箇所は、新幹線の走行限界に近い縦断勾配

25‰となっているため、桁端部の底版にレアーを設け、

主桁架設後、ゴム支承と主桁に隙間が生じないように主

桁を製作した。また、工程短縮を図るため、主桁製作受

台を 2 基（橋軸方向に並列）設置し、主桁製作を行った。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図－4 主桁製作および仮置き計画図 

写真－2 主桁製作および仮置き(第 3 栄田 BL) 写真－3 主桁製作および仮置き(栄田 Bv) 
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３．既設 RC 高架橋および RC 単純桁の検討 

 隣接する既設の RC 高架橋の上で製作した桁を仮置き

および架設位置まで移動させる際、RC 高架橋および RC

単純桁上を走行させるため、これらの既設構造物に安全

性や耐久性に影響を及ぼすような損傷が発生しないか主

桁製作前に検討を行った。検討の結果、図－3 に示すよ

うに主桁（L=44m）2 本までであれば上載することが可能

であるが、3 本上載すると、既設の RC 高架橋の縦梁の断

面力が鉄筋降伏曲げモーメントを超過することがわかっ

た。 

検討結果より主桁製作は、第 3 栄田 BL(L=44ｍ)は、作

業ヤードを考慮し 3 主桁製作後、架設を 2 回繰り返し、

栄田 Bv（L=26m）は、4 主桁製作後、架設を行う計画とし

た。図－4 に主桁製作および仮置き計画図を示す。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図－2 橋りょう一般図 

表－1 栄田 BvCtp1 諸元 

図－3 主桁製作および仮置きする際のイメージ 

表－2 第 3 栄田 BLCtp1 諸元 
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４．主桁製作 
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橋面上には門型クレーンを設置することにより資材の移
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図－4 主桁製作および仮置き計画図 

写真－2 主桁製作および仮置き(第 3 栄田 BL) 写真－3 主桁製作および仮置き(栄田 Bv) 
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３．既設 RC 高架橋および RC 単純桁の検討 

 隣接する既設の RC 高架橋の上で製作した桁を仮置き

および架設位置まで移動させる際、RC 高架橋および RC

単純桁上を走行させるため、これらの既設構造物に安全

性や耐久性に影響を及ぼすような損傷が発生しないか主

桁製作前に検討を行った。検討の結果、図－3 に示すよ

うに主桁（L=44m）2 本までであれば上載することが可能

であるが、3 本上載すると、既設の RC 高架橋の縦梁の断

面力が鉄筋降伏曲げモーメントを超過することがわかっ

た。 

検討結果より主桁製作は、第 3 栄田 BL(L=44ｍ)は、作

業ヤードを考慮し 3 主桁製作後、架設を 2 回繰り返し、

栄田 Bv（L=26m）は、4 主桁製作後、架設を行う計画とし

た。図－4 に主桁製作および仮置き計画図を示す。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図－2 橋りょう一般図 

表－1 栄田 BvCtp1 諸元 

図－3 主桁製作および仮置きする際のイメージ 

表－2 第 3 栄田 BLCtp1 諸元 
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５．第 3 栄田 BL 架設計画 

5.1 主桁架設計画の変更 

発注時の架設計画では、以下の問題点が考えられたた

め、これを見直す必要が生じた。 

①門型クレーンを各橋脚に設置し、架設桁および主桁

の架設を行うこととなっていたが、主桁の架設箇所は JR

大村線と近接しているため、門型クレーンを組立、解体

する際に吊荷が営業線の範囲内に入る可能性がある（図

－5）。このため、門型クレーンの組立、解体時には線路

閉鎖が必要となる 

②主桁の架設完了後に門型クレーンを解体する際、200

吊トラッククレーンが必要となるが、このクレーンを据

えるためには並行する市道永昌下大綿野線を通行止めに

する必要がある。しかし、市道永昌下大渡野線（旧国道

34 号線）は、非常に交通量が多いこと、大型車両のう回

路を確保できないことから、通行止めの許可が下りない。 

5.2 第 3 栄田 BLCtp1 架設計画 

 第 3 栄田 BLCtp1 の主桁架設は、3 主桁の製作完了後に

架設桁＋大型クレーンで主桁の架設を行い、残り 3 主桁

の製作後に 1 回目と同様の方法で主桁を架設する計画と

した（図－6）。360t 吊クレーン、終点側に 550t 吊クレ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

ーンを配置し、2 台のクレーンでの相吊りで主桁架設を

行う。主桁架設順序は、1 回目 G1 桁→G2 桁→G3 桁、2

回目は G5 桁→G6 桁→架設桁解体→G4 桁とした。架設桁

は、日中に組立を行い、解体は夜間に行う計画とした。

大型クレーンは、市道を片側交互通行規制（規制時間

22：00～6：00）にして 据付ける。市道は、日中開放し

なければならないため、1 晩で、大型クレーンの組立・

解体、主桁架設の作業を行う計画とした。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図－5 門型クレーン解体時クレーン配置図（当初） 

図－6 第 3 栄田 BL 架設計画図 
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5.3 主桁引出および架設（第 3 栄田 BLCtp1） 

主桁製作ヤードに軌条設備を設置し、重量台車で主桁

を架設位置まで運搬する。主桁は 44m と長く、横方向か

らの力に弱いため、運搬中に偏荷重が作用しないように

軌条設備は極力直線的な配置にした。また運搬中に主桁

が転倒することがないように転倒防止措置を施し、細心

の注意を払い運搬作業を行った。所定の位置まで主桁を

移動したのち、主桁に吊具をセットし、大型クレーン 2

台で主桁を吊り上げる際の地切り時の安定化を図るため、

片側ずつ 550t クレーン側、360t クレーン側の順で地切

を行った。吊荷が安定したら主桁を吊り上げ、所定の位

置へ架設した（写真－4）。主桁がゴム支承に接地したの

を確認し、主桁の転倒防止を施したのち、クレーンの吊

荷重を開放した。架設後の主桁は、それぞれ転倒防止を

行っているが、不安定な状態とならないために、主桁製

作時に埋め込んでいた溝形鋼を溶接し、隣接する主桁を

一体化させ、2 重の転倒防止措置を施した。最後の架設

となる G4 桁は、一旦 G5 桁上に仮置きし、架設桁撤去後、

所定の位置へ架設を行った。主桁架設完了後、架設桁解

体は、大型クレーンで架設桁を吊り上げ、重量台車で主

桁製作ヤードへ運搬、 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

解体した。主桁架設完了後（写真－5）、吊足場組立、横

組工、張出床版工、橋面工の施工を順次行う。 

 

６．栄田 BvCtp1 架設計画 

6.1 架設計画の概要 

栄田 BvCtp1 の主桁架設は、大型クレーンを据付けるス

ペースが確保できないため、横取り装置を既設構造物に

設置し、軌条設備上を引出後、横取り架設する計画とし

た（図－7）。 

 主桁架設順序は、G4→G1→G2→架設桁撤去→G3 の順と

した。横取り装置の揚重用のクレーンは 25t 吊ラフター

クレーンを使用した（図－8）。架設桁組立から主桁架設、

架設桁解体の作業は、市道を夜間（22：00～6：00）片側

交互通行規制し、クレーンの据付スペースを確保した。 

架設桁の組立て解体は、第 3 栄田 BL 脇のスペースで地組

後、ポールトレーラーで運搬し、70t クレーン 2 台の相

吊りで架設し、解体は架設時と同様に 70t クレーン 2 台

の相吊りでポールトレーラーへ載せ、解体ヤードへ運搬

し、解体する計画とした（図－9）。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

写真－4 第 3 栄田 BL 主桁架設状況 写真－5 第 3 栄田 BL 主桁架設完了 

図－7 栄田 BvCtp1 主桁架設計画図 
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図－5 門型クレーン解体時クレーン配置図（当初） 

図－6 第 3 栄田 BL 架設計画図 
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5.3 主桁引出および架設（第 3 栄田 BLCtp1） 

主桁製作ヤードに軌条設備を設置し、重量台車で主桁

を架設位置まで運搬する。主桁は 44m と長く、横方向か

らの力に弱いため、運搬中に偏荷重が作用しないように

軌条設備は極力直線的な配置にした。また運搬中に主桁

が転倒することがないように転倒防止措置を施し、細心
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解体した。主桁架設完了後（写真－5）、吊足場組立、横

組工、張出床版工、橋面工の施工を順次行う。 

 

６．栄田 BvCtp1 架設計画 

6.1 架設計画の概要 

栄田 BvCtp1 の主桁架設は、大型クレーンを据付けるス

ペースが確保できないため、横取り装置を既設構造物に

設置し、軌条設備上を引出後、横取り架設する計画とし

た（図－7）。 

 主桁架設順序は、G4→G1→G2→架設桁撤去→G3 の順と

した。横取り装置の揚重用のクレーンは 25t 吊ラフター

クレーンを使用した（図－8）。架設桁組立から主桁架設、

架設桁解体の作業は、市道を夜間（22：00～6：00）片側

交互通行規制し、クレーンの据付スペースを確保した。 

架設桁の組立て解体は、第 3 栄田 BL 脇のスペースで地組

後、ポールトレーラーで運搬し、70t クレーン 2 台の相

吊りで架設し、解体は架設時と同様に 70t クレーン 2 台

の相吊りでポールトレーラーへ載せ、解体ヤードへ運搬

し、解体する計画とした（図－9）。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

写真－4 第 3 栄田 BL 主桁架設状況 写真－5 第 3 栄田 BL 主桁架設完了 

図－7 栄田 BvCtp1 主桁架設計画図 

 
架設桁 
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6.2 主桁引出および架設（栄田 BvCtp1） 

 先に架設を終えた第 3 栄田 BL 上（横桁および間詰まで

施工完了）にＨ形鋼を敷設し、その上へ軌条設備を敷設

した。主桁製作ヤードで製作した主桁を重量台車へ載せ、

主桁架設位置まで引出した。引出完了後、横取り装置を

セットした。横取り装置セット完了後、架設位置まで主

桁を横取りした。横取り装置のジャッキストロークは

1.0m であり、架設桁から横取り後、ゴム支承へ主桁が接

地するまで約 2.7m～3.2m 下げ降ろさなければならない

ため、架設位置へ移動後一旦仮置きした。仮置き後、横

取り装置のノーズを取り外し、主桁上にジャッキストロ

ークを確保するためのＨ形鋼（山留材）を設置した。橋

脚上にもＨ形鋼（山留材）を設置しておき、この上へ主

桁を仮置きした。この作業を繰返し行い、主桁を所定の

位置へ架設した（図－10）。ゴム支承と主桁が接地したら、

主桁の転倒防止措置を施した。 

G1、G2、G4 桁の架設完了後、G3 桁を G2 桁上に仮置き

し、架設桁を撤去した。架設桁撤去完了後 G3 桁を他の桁

と同様の方法で架設した（写真－6、7）。主桁完了後、第

3 栄田 BL と同様に吊足場組立、横組工、張出床版工、橋

面工の施工を順次行う。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

写真－7 栄田 Bv 主桁架設状況 
図－9 栄田 Bv 架設桁架設および撤去時側面図 

写真－6 栄田 Bv 主桁架設状況 

図－8 横取り装置揚重用計画図 
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７．JR 営業線および市道への安全対策 

7.1 JR 営業線への安全対策 

 主桁製作時および主桁架設時、JR 営業線近接工事とな

ることから、資材の飛散防止対策、線路内への進入防止、

緊急事態発生時の対応手順、営業線近接工事のルールを

全作業員へ周知してから作業を開始した。 

 主桁製作時、既設の防音壁よりも高い位置での作業と

なるため、防音壁の上にメッシュシートを設置し、資材

の飛散防止を行った（写真－8）。作業員の線路内への進

入を防止するため、線路進入防止柵を設置した。作業開

始前に列車防護訓練を実施し、緊急事態発生時の対応策

を作業員へ周知してから作業を行った。本来、重機オペ

レータへ列車通過 3 分間合図をハンドマイクで行うが、

主桁架設作業は、近くに民家がある中での夜間作業のた

め、騒音に配慮し、列車通過合図をプラカードで行い、

確実に作業を中断させ、列車運行阻害事故を防止した。

作業員への合図は、無線で合図者へ連絡するのと同時に、

近くの踏切警報音が列車通過 1 分前合図となることを周

知し、列車通過時確実に退避を実施した。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

7.2 市道への安全対策 

 九州新幹線本線右側に、市道永昌下大渡野線が並行し

ており、市道側へはクレーンを配置する機会が多い。特

に主桁製作ヤードでは、市道側へ旋回することが多いこ

とから、クレーン旋回時に、吊荷が市道へ飛び出ること

の無いように、レーザーバリアを設置し、音声および回

転灯で作業員およびクレーンオペレータへ注意喚起を行

った（写真－9、10）。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

写真－8 JR 側飛散養生メッシュシート設置 

資材飛散防止メッシュシート 

JR 営業線側 

市道側 

写真－9 市道側レーザーバリア設置 

写真－10 JR 営業線近接工事施工状況 

図－10 栄田 BvCtp1 主桁架設順序図 

①架設桁上を重量台車で引出し、横取り装置をセット 

②橋桁上に組んだサンドル上に横取り 

③横取り装置鉛直ジョッキによりサンドルを組み替えて桁降下 

④橋脚ゴム支承上に桁セット完了 
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6.2 主桁引出および架設（栄田 BvCtp1） 
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し、架設桁を撤去した。架設桁撤去完了後 G3 桁を他の桁

と同様の方法で架設した（写真－6、7）。主桁完了後、第

3 栄田 BL と同様に吊足場組立、横組工、張出床版工、橋

面工の施工を順次行う。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

写真－7 栄田 Bv 主桁架設状況 
図－9 栄田 Bv 架設桁架設および撤去時側面図 

写真－6 栄田 Bv 主桁架設状況 

図－8 横取り装置揚重用計画図 

G1 G2 G4 
G3 
 

架設桁 

 
架設桁 

 
70t 吊りクレーン  

70t 吊りクレーン 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

７．JR 営業線および市道への安全対策 
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確実に作業を中断させ、列車運行阻害事故を防止した。

作業員への合図は、無線で合図者へ連絡するのと同時に、
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ており、市道側へはクレーンを配置する機会が多い。特

に主桁製作ヤードでは、市道側へ旋回することが多いこ

とから、クレーン旋回時に、吊荷が市道へ飛び出ること
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写真－8 JR 側飛散養生メッシュシート設置 

資材飛散防止メッシュシート 
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図－10 栄田 BvCtp1 主桁架設順序図 

①架設桁上を重量台車で引出し、横取り装置をセット 

②橋桁上に組んだサンドル上に横取り 

③横取り装置鉛直ジョッキによりサンドルを組み替えて桁降下 

④橋脚ゴム支承上に桁セット完了 
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８．おわりに 

 本工事は、2019 年 9 月に竣工を迎える。本工事は、約

3km の範囲に現場（架橋箇所）が点在しており、県道、

市道交差部、河川上、営業線近接工事など第三者と常に

隣り合わせの中で工事を進めてきた。このように隣接工

区との作業調整が必要である中、無事故無災害を継続し

ている。これが評価され、九州新幹線建設局より 2017～

2019年の 3年連続無事故無災害表彰を頂くこととなった。

また、長崎労働局が主催する「長崎三か月ゼロ災運動」

に参加し、2017 年 6 月 1 日～8 月 31 日無事故無災害を達

成することができ、長崎労働局長より表彰して頂いた。 

 また、近隣の方々へ工事に対するご理解、ご協力を頂

くため、工事の進捗状況をお知らせする「かわら版」や

「交通規制のお知らせ」等で密にコミュニケーションを

はかり、トラブルもなく工事を進めることができた。 

 最後に、本工事の計画、施工において、施主、社内関

係部署、協力会社等多くの方々にご支援、ご協力を頂き、

工事を無事完成させることができたことを、関係者各位

にこの場をお借りして感謝の意を表します。 
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